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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 

作物に重大な被害をもたらす Phytophthora 属菌は、日本においても多く報告されて

いる。これまで種同定は形態的特徴から行われてきたが、近縁種間の識別は困難で同定

に誤りがあることが度々報告されている。また、近年多くの新種が報告され、既存種の

再同定が必要となっている。このような状況の中で菌類の分類では、分子系統学的手法

が正確な種同定および遺伝的系統関係を調べる上で有力な方法となっている。本研究で

は、日本産の菌株について分子系統学的手法により種同定の再評価を行った。 
日本においてこれまでに報告されている２２種のうち２１種で構成された１５１菌

株および未同定の１０菌株について rDNA ITS 領域の塩基配列を調べ、相同性検索をし

たところ、１２４菌株については過去の種同定が正しかったことが分かった。残り３７

菌株のうち１９菌株は、これまでに報告のある他の種の塩基配列と高い相同性が認めら

れた。一方、１８菌株は相同性の高い種は認められなかった。既知種と相同性の高かっ

た菌株は、P. hedraiandra、P. gregata、P. multivora、P. niederhauserii、P. sansomeana、P. sojae、
Phytophthora. sp. kelmania、P. nicotianae、P. palmivora と考えられた。それらは、P. sojae、
P. nicotianae および P. palmivora を除いて日本ではこれまでに報告のない種であった。相

同性の高い種が認められなかった１８菌株は系統的に６つのグループに分けられた

（PNS1～PNS6）。これらについては詳細に形態比較を行うとともに、複数領域の塩基

配列に基づく分子系統解析を進めた。 
PNS1 は千葉県、香川県、静岡県でバラから分離された菌株であり、新種 P. nagaii 

sp.nov.と命名した。また、北海道でイチゴから分離された未同定の菌株が本種と形態



および系統的に極めて近縁であったが、この菌株はイチゴのみに、P. nagaii はバラの

みに高い病原性を示したことから、新種 P. fragariaefolia sp. nov.と命名した。PNS2 は鹿

児島県でテッポウユリから分離された菌株であり、新種 P. lilii sp. nov. と命名した。

PNS3 は、愛知県でトウガンから分離された菌株であり、近縁な株との詳細な系統解析

の結果 P. capsici と判明した。PNS4 は高知県のショウガから分離された菌株であり、

近縁な株の種同定が不明瞭なことから、さらなる研究が必要と考えられた。PNS5 は、

富山県でクズから分離された菌株であり、新種 P. asiatica sp. nov.と命名した。PNS6 は、

兵庫県および香川県でレタスから分離された菌株であり、新種 P. pseudolactucae sp. nov. 
と命名した。 

本研究において日本産 Phytophthora 属菌の種を再同定した結果、我が国で報告され

ていた２２種に加え、新種を含む１０種がさらに生息していることが明らかになった。 

 
審 査 結 果 の 要 旨 

 

作物に重大な被害をもたらす Phytophthora 属菌は、日本においても多く報告されて

いる。これまで種同定は形態的特徴から行われてきたが、近縁種間の識別は困難で同

定に誤りがあることが度々報告されている。また、近年多くの新種が報告され、既存

種の再同定が必要となっている。このような状況の中で菌類の分類では、分子系統学

的手法が正確な同定および遺伝的系統関係を調べる上で有力な方法となっている。本

研究では、日本産の菌株について分子系統学的手法により種同定の再評価を行った。 

日本においてこれまでに報告されている２２種のうち２１種で構成された１５１菌

株および未同定の１０菌株について rDNA ITS 領域の塩基配列を調べ、相同性検索を

したところ、１２４菌株は同定が正しいことが分かった。残り３７菌株のうち１９菌

株は、これまでに報告のある他の種の塩基配列と高い相同性が認められた。一方、１

８菌株は相同性の高い種は認められなかった。既知種と相同性の高かった菌株は、P. 
hedraiandra、P. gregata、P. multivora、P. niederhauserii、P. sansomeana、P. sojae、
Phytophthora. sp. kelmania、P. nicotianae、P. palmivora であると考えられた。それらは

P. sojae、P. nicotianae および P. palmivora を除いて我が国ではこれまでに報告のない種

であった。相同性の高い種が認められなかった１８菌株は系統的に６つのグループに

分けられた（PNS1～PNS6）。これらについては詳細に形態比較を行うとともに、複数

領域の塩基配列に基づく分子系統解析を進めた。 
PNS1 は千葉県、香川県、静岡県でバラから分離された菌株であり、新種 P. nagaii sp. 

nov.と命名した。また、北海道でイチゴから分離された未同定の菌株が本種と形態お

よび系統的に極めて近縁であったが、これらの菌株はイチゴのみに、P. nagaii はバラ

のみに高い病原性を示したことから、新種 P. fragariaefolia sp. nov.と命名した。PNS2
は鹿児島県でテッポウユリから分離された菌株であり、新種 P. lilii sp. nov. と命名した。

PNS3 は、愛知県でトウガンから分離された菌株であり、近縁種との詳細な系統解析の

結果 P. capsici と判明した。PNS4 は高知県のショウガから分離された菌株であり、近

縁な株の種同定が不明瞭なことからさらなる研究が必要と考えられた。PNS5 は、富山



県でクズから分離された菌株であり、新種 P. asiatica sp. nov.と命名した。PNS6 は、兵

庫県および香川県でレタスから分離された菌株であり、新種 P. pseudolactucae sp. nov. 
と命名した。 

本研究で日本産 Phytophthora 属菌の種を再同定した結果、これまでに日本で報告さ

れていた２２種に加え、新種を含む１０種がさらに生息していることが明らかになっ

た。 
 
以上について、審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位

論文として十分価値のあるものとして認めた。 
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